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昭 8･7)や 『眠れる美女』(『新潮』､昭 35･1-6)等に繋げて分析､検討することを目論む
ものだが､その論述の過程において ｢をさなごころ｣｢むすめごころ｣等の重要なタームの
定義が揺らぎ､論理的な説明が成り立っていない箇所が僅かながら見出される｡
(3)上記 (2)の指摘とも関わるが､論文中に取り上げた各作品について､より説得力
のある､客観的かつ掘り下げた読解や考証が必要と思われる箇所がある｡また､論証手続
きの甘さと併せて文章の粗さが目に付き､論述の整理が行き届いていない印象を与える箇
所が見受けられることも否定できない｡
(4)第一章･第二章の考察内容に対して第三章の『眠れる美女』論がやや孤立しており､
戦前期の川端の文学観との脈絡が必ずしも明快に論証されていない憾みが残る｡
以上のように､本論文にはいくつかの課題や問題点は残るが,それらは論文全体の価値
を致命的に損なうものではなく､全体としては従来の川端研究や日本近代文学研究に新た
な視点と活力をもたらす論文として高く評価される｡とくに第一章 ･第二章における草稿
類や周辺資料を活用しての考証と分析は､論述の若干の粗さを補って余りある研究史的価
値を有していると判断されるC
審査委員会は､以上のような諸点を総合的に判断し､本論文を博士の学位論文として認
定することについて全員一致で合意した｡
